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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.78

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.78 1.1092 120.66 1.3131 0.6812
SYD-NY High 108.86 1.1145 120.91 1.3212 0.6889
SYD-NY Low 108.47 1.1071 120.38 1.3107 0.6805
NY 5:00 PM 108.55 1.1131 120.80 1.3195 0.6878
NY DOW 27,911.30 29.58 日本2年債 -0.110 1.00bp        
NASDAQ 8,654.05 37.87 日本10年債 0.000 2.00bp        
S&P 3,141.63 9.11 米国2年債 1.6144 ▲3.84bp     

日経平均 23,391.86 ▲ 18.33 米国5年債 1.6373 ▲4.78bp     
TOPIX 1,714.95 ▲ 5.82 米国10年債 1.7923 ▲4.85bp     

ｼｶｺﾞ日経先物 23,445.00 ▲ 5.00 独10年債 -0.3240 ▲2.55bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,216.25 2.49 英10年債 0.7720 ▲2.55bp     
DAX 13,146.74 76.02 豪10年債 1.1410 1.20bp        

ﾊﾝｾﾝ指数 26,645.43 208.81 USDJPY 1M Vol 4.89 ▲0.29%
上海総合 2,924.42 7.10 USDJPY 3M Vol 5.60 ▲0.15% 　
NY金 1,475.00 6.90 USDJPY 6M Vol 5.99 ▲0.11%
WTI 58.76 ▲ 0.48 USDJPY 1M 25RR -1.20 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 181.49 ▲ 0.67 EURJPY 3M Vol 5.89 ▲0.07%
ドルインデックス 97.13 ▲ 0.29 EURJPY 6M Vol 6.27 ▲0.03%

【マーケット・インプレッション】 ボルカー元FRB議長の訃報を受けて

　

■今週のドル/円　見通し

担当：尾身・谷舗 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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一昨日、ボルカー元FRB議長の訃報をニュースで目にした。ボルカールールで馴染みのある同氏だが、黄金期
の功績についてはあまり詳しくない。同氏がFRB議長を勤めたのは1979年から1987年、今から40年ほど前のこと
だ。当時はインフレ率の上昇が喫緊の課題で、同氏が議長を勤める金融政策下、一時FF金利を20%に引き上げ
インフレと闘った功績がニュースでは称えられていた。また、比較的最近ではオバマ政権時代に経済再生諮問会

議議長を勤め、その時に制定したのがボルカールールとのこと。預金者のお金をリスクのある取引に使わないよ

うに規制を定めた。

今から考えれば政策金利20%なんて聞いて驚いてしまったし、あまりにも実感が沸かない。オバマ政権下活躍
した際のボルカールールは比較的馴染みがあり、身長が2mもある大きな方だったというコメントに妙なリアリティ
を感じるが、訃報のニュースに使われた写真にレーガン大統領と写っている物がありやはり時代の違いを感じさ

せられた。改めて同氏の功績を振り返ると激動な時代を生き抜いたのだなと時代の変遷を感じた。ご冥福をお祈

りいたします。（尾身）
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

12月11日 08:30 豪 ｳｴｽﾄﾊﾟｯｸ消費者信頼感指数 12月 95.1 -
22:30 米 CPI(前月比/前年比) 11月 0.3%/2.1% 0.2%/2.0%

12月12日 04:00 米 FOMC政策金利(下限-上限) 11-Dec 1.5%-1.75% 1.5%-1.75%
04:30 米

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

12月12日 10:30 日 雨宮日銀副総裁　講演 - - -
16:00 独 CPI(前月比/前年比)・確報 11月 -0.8%/1.1% -0.8%/1.1%
19:00 欧 鉱工業生産(季調済/前月比) 10月 -0.5% 0.1%
21:45 欧 ECB理事会 主要政策金利 - 0.0%/0.25%/-0.5% 0.0%/0.25%/-0.5%
22:30 米 PPI (前月比/前年比) 11月 0.2%/1.3% 0.4%/1.1%
22:30 米 新規失業保険申請件数 7-Dec 214ｋ 203ｋ

パウエル議長「（今後の利下げについて）持続的なインフレ必要」
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海外市場のﾄﾞﾙ円は、重要ｲﾍﾞﾝﾄ前で様子見ﾑｰﾄﾞが強く、108円台後半で方向感なく推移し、108.74ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方
は米11月CPIが前月比でわずかに予想を上回ったものの、食品やｴﾈﾙｷﾞｰを除いたｺｱ指数は予想通りとなっており、ﾄﾞﾙ円
の反応は限定的となった。その後も午後2時発表のFOMCを控え、108.70近辺で小動きとなる。注目のFOMCでは、米政
策金利の据え置きが決定されたほか、声明文は前回と比べ「見通しに対する不確実性が残る」との文言が削除されてお
り、発表直後は買いで反応し、高値108.76をつける。しかし、金利見通しでは来年いっぱいの政策金利据え置きが示唆さ
れたことが意識されたためか、ﾄﾞﾙ売りに転じ反落。その後、ﾊﾟｳｴﾙFRB議長の記者会見で、今後の利上げについて「著しく
持続性のあるｲﾝﾌﾚ加速が必要」と述べ、慎重な姿勢を示したことを手掛かりに、米金利の低下とともにﾄﾞﾙ売りが継続し、
一時108.47まで下落。売り一巡後、小幅値を戻し、108.55ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙもｲﾍﾞﾝﾄ前の様子見ﾑｰ
ﾄﾞを受けて、1.1080近辺で方向感の無く推移し、1.1073ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米金利の低下を横目にじりじりと1.1097
まで上昇し、その後も1.11ﾚﾍﾞﾙをうかがう展開が続く。FOMC発表後にﾄﾞﾙ売りが強まると1.1100ﾚﾍﾞﾙを上抜け、ｽﾄｯﾌﾟを巻
き込みながらﾄﾞﾙ売りが加速し、一時1.1145をつける。買い一巡後、小幅反落し、1.1131ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は108.78ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方、日経平均株価の下落に連れて108.67まで下落するも、すぐに反発。その
後は海外時間にFOMC、また週末に重要政治ｲﾍﾞﾝﾄを控えるなかで様子見となり、ほぼ横ばい推移。結局、108.74ﾚﾍﾞﾙで
海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､108.74ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡米連邦準備制度理事会の政策金利の発表をﾛﾝﾄﾞﾝ時間夜に控え､約13銭の狭
いﾚﾝｼﾞで推移｡ｵｰﾌﾟﾝと同じ108.74ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3134ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡前日発表された総選挙前の最後
となる世論調査では､英総選挙で与党保守党ﾘｰﾄﾞ差が縮小していたことが明らかになり､朝方はﾎﾟﾝﾄﾞは売られた｡しかし､
その売りが一巡し､買戻しが優勢となり､1.3159まで上昇｡1.3145ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡


